
世田谷区福祉人材育成・研修センター 専門性向上研修

日 時 令和8年1月27日（火）１4時～16時

Point!

対 象

受講方法

第1部 講演 「世田谷区におけるヤングケアラー支援の実際と課題」
星野 桃代 氏 (世田谷区ヤングケアラーコーディネーター)

          氏原 拳汰 氏 (世田谷区ヤングケアラーコーディネーター)
第2部 「“気づく・つなぐ・支える”ヤングケアラー支援の最前線」

～職種の枠を超えて支援のバトンを繋ぐために～
山内 聡 氏 (地域障害者相談支援センター ぽーと せたがや)

          芳村 裕子 氏 (烏山ホームヘルプサービス 所長)
荒井 隆伸 氏 (株式会社EN えん 代表/管理者)

世田谷区における
ヤングケアラー支援の実践と多職種連携の協創

ヤングケアラー支援研修

定 員

ヤングケアラーなどについては、まだまだ支援体制が不十分な状況があります。
世田谷区でも、支援につながれずに負担を抱えている子どもが少なくありません。
本研修では、まず世田谷区におけるヤングケアラー支援の現状と課題を共有し、施策と支援
体制の理解を深めます。続くディスカッションでは、職種や支援機関を超えて、子どもを「気づ
く・つなぐ・支える」ための実践的な視点を探ります。
ヤングケアラーにいち早く気づき、途切れない支援のバトンをつなぐために。地域の誰もが担
い手となる、この大切な一歩を共に踏み出しましょう。

講 師

注意事項
・研修および研修資料等（動画含む）について、録音・録画・複製・撮影等、また第三者への提供及び
インターネット上での公開を一切禁止します。
・申込みいただいた個人情報は研修の目的以外には使用いたしません。

＜研修センターではお仕事の悩み等の無料の相談を行っています。＞

詳細はホームページをご覧ください。 https://www.setagaya-jinzai.jp/counseling

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

申込方法

集合研修

費用無料
主マネ更新研修

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

谷 ・ 金
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

定 員日 時

場 所

世田谷区立保健医療福祉総合プラザ1階 ○○○○
（世田谷区松原６-３７-１０）

動画研修

配置
1.視聴期間
2.内容 3.講師
4.受講方法
5.対象 6.申込方法
7.注意事項

集合研修

配置
1.日時 2.場所
3.内容 4.講師
5.対象 6.定員
7.申込方法
8.注意事項

＜主マネ更新研修の場合＞（太字にする）
・「東京都主任介護支援専門員更新研修」における受講要件に該当する研修です。
動画視聴後に、記名式のアンケートへの回答が必須です。

＜ヘルパー助成の場合＞（太字にする）
この研修は、「世田谷区登録ヘルパー等研修受講助成」の対象となります。
登録ヘルパーの方が受講した場合は、研修助成金を支給いたします。
受講後、記名式のアンケートへの回答が必須となります。

そ の 他

50名（先着順）

のホームページから研修・講座を

【集合研修】「ヤングケアラー支援研修」より

1月23日(金)までお申込みすることができます。

世田谷区福祉人材育成・研修センター

① 研修前日までにお申込みメールアドレス宛にZoomURLが届きます。

② 研修当日は送付されたURLより、研修へ参加ください。１５分前には
一度入室いただき接続チェックをしてください。

③ 研修受講後は、アンケートの回答をお願いいたします。

内 容

(1)多職種連携の意義と情報共有の重要性について

(2)連携・協働に求められること

(3)これからの地域福祉のあり方

文京学院大学非常勤講師

三木 真生子氏

世田谷福祉専門学校前学校長

① 世田谷区内でサービスを提供している医療・福祉サービス事業所の職員
② 世田谷区職員など

場 所 世田谷区立保健医療福祉総合プラザ１階 研修室C

※申込後、確認メールが届きます。メールが届かない場合はご連絡ください。

主マネ更新研修

※13：30から受付開始いたします。
※当日欠席の場合は、事前にご連絡いただけると助かります。
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